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９
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◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

１
０

月
０

９
日

( 月
・

祝
日

) 
小

雨
後

曇
一

時
晴

 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
沖

﨑
吉

信
、
児

嶋
道

夫
、
濱

野
兼

吉
、
畑

林
清

子
、

大
江

加
予

子
、

生
熊

千
満

子
、

山
川

治
雄

、
竹

中
卓

治
、

 

高
階

美
根

子
、

山
口

泰
宏

、
瀧

本
昭

太
郎

、
島

本
真

澄
、

 

斉
藤

和
美

、
大

門
健

一
、
菅

原
 

洋
( 高

槻
市

) 。
 

 
１

６
名

。
 

 

 
小

池
の

宿
跡

へ
の

道
標

は
、

平
成

１
３

年
８

月
に

設
置

さ
れ

、
会

行
事

と

し
て

平
成

２
１

年
、
平

成
２

２
年

に
訪

れ
て

テ
ー

プ
目

印
等

追
加

し
て

来
た

が
、

最
近

ネ
ッ

ト
上

に
朽

ち
た

道
標

が
掲

載
さ

れ
て

い
る

事
か

ら
、

道
標

再

設
置

と
会

行
事

と
し

て
初

踏
査

と
な

る
黒

谷
の

頭
へ

の
登

頂
を

企
画

し
た

。
 

新
宮

組
は

、
午

前
６

時
３

０
分

沖
﨑

さ
ん

宅
を

川
島

、
沖

﨑
の

車
に

分
乗

し
出

発
。

奈
良

県
南

部
の

雨
確

率
は

２
０

～
３

０
％

と
の

こ
と

で
あ

る
。

 

 
池

原
公

園
で

尾
鷲

組
の

高
階

、
竹

中
さ

ん
、

熊
野

の
山

川
さ

ん
、

西
宮

市

か
ら

の
大

門
さ

ん
と

合
流

し
前

鬼
に

向
か

う
。
和

歌
山

組
３

名
、
山

口
さ

ん
、
 

 

今
回

初
参

加
の

菅
原

 
洋

さ
ん

は
、

７
月

の
楊

子
ノ

宿
付

近
・

倒
伏

石
柱

道

標
を

復
元

し
釈

迦
ヶ

岳
に

戻
っ

た
際

に
、
勤

行
さ

れ
て

お
ら

れ
た

行
者

さ
ん

で
声

を
掛

け
た

ら
「

金
剛

山
で

修
行

し
て

い
る

、
継

の
窟

の
場

所
が

判
っ

た

が
、

小
池

の
宿

跡
が

判
か

ら
ず

に
行

き
た

い
」

と
話

し
た

方
で

、
Ｈ

Ｐ
を

見

て
急

遽
参

加
下

さ
っ

た
真

言
宗

醍
醐

派
「

金
剛

山
・

転
法

輪
寺

・
司

講
」

所

属
で

修
行

さ
れ

て
い

る
行

者
。

 

 
 

前
鬼

・
小

仲
坊

に
到

着
す

る
と

霧
雨

が
降

っ
て

い
て

カ
ッ

パ
を

着
る

。
沖

﨑
さ

ん
か

ら
の

行
動

指
示

で
、
雨

の
後

で
あ

り
急

峻
な

登
り

下
り

が
続
く

の

で
、
特

に
滑

ら
な

い
よ

う
に
注
意

が
な

さ
れ

る
。

 

行
者
堂

に
て

菅
原
導
師

に
よ

る
勤

行
を

行
っ

て
、
小

中
坊

宿
坊
棟

の
裏
手

か
ら
渡
渉

し
て

、
五

鬼
助

さ
ん

の
水
源

の
水

道
パ
イ

プ
に
沿

っ
て

登
る

。
途

中
の
杉

の
切

り
株

に
「
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ

」
が

生
え

、
下
界

は
ま
だ
残
暑

が
厳

し
い

が
前

鬼
郷

は
も

う
晩
秋

の
気
配

で
あ

る
。

 

 
 

 

前
鬼

山
小

仲
坊

・
行

者
堂

で
菅

原
導

師
に

て
勤

行
 

 
 

本
日

の
予

定
説

明
な

ど
 

 
 

 

小
仲

坊
裏

手
の

登
山

口
 

 
 

 
徒

渉
 

 
 

 
 

 
取

水
口

上
の

岩
の

目
印

 

 水
源

近
く

か
ら

谷
の
右
岸

へ
渡

っ
て

尾
根

へ
の

急
坂

を
登

る
。
昨
夜

来
の

雨
で
ぬ

か
る

ん
で
足

元
が
ゆ

る
く

、
慎
重

に
周

り
の
木
々
や
岩

を
掴
み

な
が

ら
滑

ら
な

い
よ

う
に

登
る

。
尾

根
道

に
入

る
と

「
セ
ン
ボ
ン
ヤ
リ

」
の
可
愛

い
小

さ
な
花

が
咲

き
、
栂

の
巨
木

が
あ

ち
こ

ち
に
現

れ
る

。
山

川
さ

ん
よ

り

栂
と
樅

の
違

い
に
つ

い
て
説
明

を
受

け
る

。
栂

の
葉

は
優

し
く
樅

の
葉

は
触

れ
る

と
痛

い
の

で
簡
単

に
見

分
け

る
こ

と
が

出
来

る
と

の
こ

と
。

 

登
り
始
め

て
約

１
時
間

１
０

分
。

霧
も

晴
れ

て
展
望

が
開

け
大

日
岳
（

１

５
６

８
ｍ
）

、
蘇
莫

岳
（

１
５

２
１
ｍ
）

、
千
手

岳
（

１
３
５

７
ｍ
）

が
望

め
る

。
石
楠
花

岳
か

ら
派

生
尾

根
の

Ｐ
１

１
７

０
ｍ

へ
の
途

中
、
Ｌ
字
状

の
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ヒ
メ
シ
ャ
ラ
や
橙
色

の
き

れ
い

な
キ

ノ
コ

を
見
つ

け
「

ト
ン
ビ
マ
イ
タ
ケ

」

で
は

と
採

る
が

「
マ
ス
タ
ケ

」
と

い
う
キ

ノ
コ

で
「
食
べ

な
い

方
が

良
い

」

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
 

以
前

は
Ｐ

１
１

７
０
ｍ

の
手

前
で
左
斜
面

の
捲

き
道

を
辿

っ
た

が
、
崩
落

し
て

お
り

Ｐ
１

１
７

０
ｍ

へ
直

登
す

る
。

 

山
頂

は
広
く
獣

の
ヌ
タ

場
が
在

り
、

新
た

に
小

仲
坊

・
小

池
の

宿
へ

の
道

標
を

設
置

し
た

。
 

 
 

 

Ｌ
字

状
(
鹿

？
)
ヒ

メ
シ

ャ
ラ

 
 

登
っ

て
来

た
尾

根
Ｐ

１
１

７
０

ｍ
に

道
標

設
置
 

 一
息
入

れ
い
よ

い
よ

「
小

池
の

宿
」

を
目

指
す

。
尾

根
を

下
る

と
捲

き
道

合
流
地
点

に
「

ネ
ッ

ト
で

の
朽

ち
た

道
標

」
が
木

の
根

元
に

置
か

れ
て

い
る

。
 

 

 
 

 

捲
き

道
分

岐
の

朽
ち

た
道

標
 

小
池

の
宿

跡
分

岐
に

道
標

再
設

置
 

Ｖ
字

支
谷

を
下

る
 

 

少
し

下
っ

た
尾

根
道

の
鞍

部
に
玉
岡

さ
ん

の
「

小
池

の
宿
址

」
の

標
識

を
 

見
つ

け
、

新
し

い
道

標
を

再
設

置
す

る
。

 

こ
こ

か
ら

急
峻

な
Ｖ
字

谷
へ

下
り

、
Ｖ
字

の
涸

れ
谷

は
岩

が
露

出
し

て
滑

ら
な

い
よ

う
に
慎
重

に
下

る
。

こ
こ

が
池
鄕

川
の
源

流
部

。
 

 

 
 

 

徒
渉

地
点

の
石

積
み

道
 

 
 
ロ

ー
プ

を
張

り
本

谷
徒

渉
 

徒
渉

の
目

印
岩

(
小

屋
跡

？
)
 
 

 

 下
り

き
っ

た
所

に
本

谷
の
勢

い
の
よ

い
流

れ
が

あ
り

、
対
岸

に
は
徒
渉
箇

 

所
を

示
す

標
識

が
立

っ
て

い
て

、
先

頭
の

山
川

さ
ん

は
、
渡
渉
地
点

に
石

を

置
き
更

に
ロ

ー
プ

を
張

っ
て
安
全

を
確
保

す
る

。
こ

ち
ら

の
谷
沿

に
も

石
垣

が
残

っ
て

い
て

、
こ

こ
が

小
池

の
宿

で
あ

っ
た

と
間
違
え

た
人
も

い
る
よ

う

で
あ

る
。

 

 
 

 

小
池

の
宿

跡
基

壇
付

近
清

掃
と

道
標

再
設

置
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右
岸
沿

い
に

下
り
数

分
で

小
さ

な
支

谷
を
渡

る
と

、
小

池
の

宿
跡

に
到

着

す
る

。
な
だ

ら
か

な
平
地

で
、

石
の
祭
壇

ら
し

き
跡

が
あ

り
、
水
も
豊
富

で

修
行

の
場

と
し

て
は

い
い
環
境

で
あ

る
。
大

き
な

山
桜
も

か
な

り
生
え

て
い

て
、
花

見
に

再
度

訪
れ

た
い
地

で
あ

る
。

 

祭
壇

の
周
辺

の
苔
や
散
乱

し
た

小
枝
や
陶
器

の
破
片

を
除
去

し
、
児

嶋
さ

ん
お
手
製

の
標
識

を
立

て
る

。
こ

の
標
識

に
は

西
行

法
師

が
こ

こ
で
詠

ん
だ

「
い

か
に

し
て
梢

の
ひ
ま

を
も

と
め
え

て
こ

い
け

に
今
宵

月
の

す
む

ら
む

」

と
い

う
和

歌
が
書

か
れ

て
い

る
。

 

こ
こ

は
真

言
宗

の
拠
点

で
あ

る
。
全
員

で
線
香

を
あ
げ

、
菅

原
さ

ん
の

勤

行
に
唱

和
す

る
。
彼

は
持

参
の

修
多
羅
(
し

た
ら
)
を

お
供
え

さ
れ

た
。

 

 
 

 

線
香

を
あ

げ
菅

原
導

師
の

勤
行
 

記
念

撮
影

 
 

 
 

 
勤

行
の

印
・

修
多

羅
 

 小
池

の
宿

跡
(
第

３
１
靡
)
の
位

置
は

、
北
緯
3
4
度
0
5
分
0
7
秒

・
東
経
1
3
5

度
5
4
分
5
7
秒

の
位

置
に

あ
る

。
 

瀧
本

さ
ん

が
、
小

池
の

宿
跡

で
拾

っ
た
ビ

ー
ル
瓶

を
持
帰

り
調
べ

る
と

大

日
本
麦
酒
㈱
(
1
9
0
6
～
1
9
4
6
)
製

の
ビ

ー
ル
瓶

で
あ

り
、
戦

前
に
飲
酒

し
た
も

の
で

あ
る

事
が

判
っ

た
。

小
池

の
宿

は
、
森
沢
義

信
著

「
大
峯
奥
駈

道
７
５

靡
」

の
中

に
、

江
戸
末
期

に
は
活

動
を
停
止

し
て

い
た

と
の

事
か

ら
、
戦

前

に
植

林
等

の
小
屋

が
在

り
生
活

し
て

い
た
も

の
と
推
測

さ
れ

る
。

 

 
小

池
の

宿
を

あ
と

に
し

て
分
岐

尾
根

に
戻

り
、

踏
査

さ
れ

た
経
験

の
あ

る
 

山
川

さ
ん

の
奨
め

で
展
望

の
良

い
Ｐ

１
１
５

２
ｍ

で
昼
食

。
 

 
 

 

分
岐

尾
根

へ
戻

る
登

り
 

 
 

P
1
1
5
2
m
で

昼
食

 
 

 
 

P
1
1
5
2
m
か

ら
の

小
仲

坊
 

 

昼
食

後
、

出
発

に
先
立

ち
瀧

本
・

山
川

さ
ん

が
、

熊
除

け
の
紙
雷
管
や
爆

竹
を
鳴

ら
し

、
こ

ち
ら

の
存
在

を
知

ら
せ

る
。

黒
谷

の
頭
(
熊

谷
峠
)
を

目
指

し
て

出
発

。
 

尾
根

道
の
特
異

な
根

上
が

り
の
木

を
過
ぎ

る
と

、
ヒ
メ
シ
ャ
ラ

が
増
え

て

く
る

。
こ

の
木

に
は

こ
の
周
辺

の
環
境

が
良

い
の

で
あ
ろ

う
。
か
つ

て
十

郎

山
(
１

２
６

９
ｍ
)
で
も

こ
の
木

の
群
落

を
見

た
。
遠
く

で
発
情
期

を
迎
え

た

牡
鹿

の
雌

を
呼
ぶ

声
が
聞

こ
え

る
。
ア

ッ
プ
ダ
ウ
ン

が
少

し
ず
つ
身
体

に
利

い
て

き
て

、
つ

い
て

行
く

の
が

し
ん
ど
く
先

頭
と

は
距
離

が
離

れ
だ

す
。
約

１
時
間

で
点

名
；

黒
谷
峠
(
１

３
３

３
．

７
ｍ
)
の

山
頂

に
到

着
。

 

 
 

 

熊
除

け
の

爆
竹

破
裂
 

 
 

特
異

な
根

上
が

り
木

 
 

ヒ
メ

シ
ャ

ラ
尾

根
を

登
る
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黒
谷

の
頭

へ
の

途
中

小
休

止
 

黒
谷

の
頭

に
標

識
設

置
 

狭
い

三
角

点
下

で
小

休
止

 

 

山
頂

は
非
常

に
狭
く

、
雑
木

が
茂

り
全
員

が
山

頂
に
立
つ

こ
と

が
出

来
な

い
。

山
頂

に
当

ぐ
る

ー
ぷ

の
標
識

を
設

置
す

る
。

山
頂

に
は
サ

ー
ク
ル
Ｋ

の

真
新

し
い

標
識

が
あ

り
、
又

、
湯

川
一

郎
君

が
前

日
単
独

登
頂

し
て

い
る

。
 

こ
こ

で
記
念
写

真
も
撮

れ
ず

。
山

頂
よ

り
少

し
下

る
と
休

場
ノ

尾
の

尾
根

道
の
雑
木

林
の

中
を
突
破

し
て

、
尾

根
道

を
下

る
こ

と
約

３
０

分
か

か
つ

て

パ
ル

プ
用

の
集
材
索

道
跡

で
小
休
止

。
こ

こ
は
樹
木
も

な
く
開

け
た
丘

で
、

左
手
眼

下
に

前
鬼

の
郷

が
見
え

る
。
同
じ
く
５

分
ほ
ど

下
っ

た
場

所
か

ら
も

前
鬼

の
郷

・
小

仲
坊

が
見
え

る
。

 

 
 

 

黒
谷

の
頭

へ
の

休
場

ノ
尾

の
展

望
台

(
索

道
跡
)
 

 
直

ぐ
下

か
ら

小
仲

坊
一

望
 

 

こ
こ

か
ら

標
高
差
約
５

０
０
ｍ

尾
根

を
下

る
。
地
図

で
見

る
と

等
高
線

が

狭
く
傾
斜

が
き
つ

い
こ

と
が
わ

か
る

。
そ

の
う
え

道
は

尾
根

に
沿

っ
て
直
線

に
下

る
。
所
々

に
テ

ー
プ

が
あ

る
が
雑
木

の
間

を
す

り
抜

け
る
よ

う
に
進
む

。

途
中

に
は
索

道
の
ワ
イ
ヤ

ー
が
散
乱

し
、
植

林
保
護

の
獣
除

け
網
も

尾
根

道

を
遮

る
。
滑

ら
な

い
よ

う
に
雑
木

を
掴
み
獣
除

け
網

に
足

を
つ
ま

ず
か

な
い

よ
う
慎
重

に
歩

を
進
め

る
が

、
足

に
も
疲
労

が
溜
ま

っ
て
ブ
レ

ー
キ

が
利

き

に
く
く

な
っ

て
い

る
。

 

し
ば

ら
く

す
る

と
杉

の
植

林
が

あ
り

、
杉

の
根

元
か

ら
螺
旋
状

に
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
紐

が
巻

か
れ

て
い

る
。

山
口

さ
ん

は
「

熊
に
樹
皮

を
食
べ

ら
れ

な
い

よ
う

こ
う

い
う
対
策

を
す

る
」

と
教
え

ら
れ

た
。

 

最
後

に
尾

根
道

が
あ
ま

り
に
も

急
な

の
で

、
ト
ラ
バ

ー
ス

し
左
側

の
尾

根

に
取

り
付
く

が
、

下
山
ル

ー
ト

が
な
く

元
の

尾
根

に
戻

る
。

林
道

の
ガ

ー
ド

レ
ー
ル

が
見
え
安
心

す
る

。
間
も

な
く
ゲ

ー
ト

前
の
駐

車
場

に
戻

る
。

 

 
 

 

休
場

ノ
尾

の
急

斜
面
を

下
る

 
林

道
ゲ

ー
ト

前
に

下
山

 
 

小
仲

坊
で

帰
宅

準
備

 

 

今
回

の
コ

ー
ス

は
時
間

が
か

か
っ

た
が

、
距
離
的

に
は
長

い
距
離

で
は

な

い
が

急
峻

な
上

り
下

り
が

あ
っ

て
、

一
般

向
き

で
は

な
い

け
れ
ど
も
是
非

行

っ
て
み

た
い

と
思

っ
て

い
た
だ

け
に

、
満
足

の
で

き
る

山
行

で
あ

っ
た

。
 

全
員
無

事
下

山
。
ゲ

ー
ト

か
ら

車
で

前
鬼

小
仲

坊
に

戻
り
解
散

。
 

生
熊

さ
ん

か
ら
総

時
間

７
時
間

と
い

う
こ

と
で

あ
っ

た
が

、
疲
労
感
も

さ

る
こ

と
な

が
ら

、
満
足
感
や
充

実
感

の
強

い
印
象

に
残

る
山

行
で

あ
っ

た
。
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行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
6
:
3
0
→
8
:
3
5
池

原
ス
ポ

ー
ツ

公
園
8
:
4
0
→
8
:
0
5
前

鬼
林

道
ゲ

ー
ト

8
:
1
5
→
8
:
2
5
小

仲
坊
8
:
4
0
→
取
水

口
上

の
岩

目
印
8
:
5
5
→
9
:
4
5
P
1
1
7
0
m

P
1
1
7
0
m

P
1
1
7
0
m

P
1
1
7
0
m
 

1
0
:
0
5
→
1
0
:
1
3
小

池
の

宿
跡

分
岐
1
0
:
2
0
→
1
0
:
4
5
小

池
の

宿
跡
1
1
:
1
5
→

1
1
:
4
0
小

池
の

宿
跡

分
岐
→
1
1
:
4
5
P
1
1
5
2
m

P
1
1
5
2
m

P
1
1
5
2
m

P
1
1
5
2
m
(
昼
食
)
1
2
:
1
5
→
1
3
:
0
5
黒
岩

の

頭
1
3
:
2
0
→
1
3
:
4
5
展
望
台
1
3
:
5
5
→
1
5
:
3
5
前

鬼
林

道
ゲ

ー
ト
1
5
:
4
3
→

1
5
:
5
0
小

仲
坊
1
6
:
0
0
→

池
原
ス
ポ

ー
ツ

公
園
1
6
:
4
0
→
1
7
:
4
5
新

宮
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
(
記

；
濱

野
、
写

真
；

瀧
本

・
川

島
)
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  


